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サポーターのみなさまへ

　会計情報では見えない「大学が生み出す価値」をお届け

する統合報告書。8回目の発行です。

　統合報告書製作委員会では毎年、公表後に様々な有識

者と意見交換を重ね、改善に繋げています。2024年度版

では「現状から未来へ、本当に進化しているのかが見えな

い」との指摘を受けました。本質的な課題を突いた、非常に

重要な「問い」でした。企業であれば、この1年間で良くなっ

たか否かは、ROI（Return on Investment：投資収益率）

やROE（Return on Equity：自己資本利益率）といった

財務指標で、短期的に示すことができます。しかし、大学の

場合、こうした端的な尺度で表すことが難しい。だからこ

そ、「長期的な価値創造」「公共的価値」「社会へのインパク

ト」について、本文や「東京大学版統合報告書概念フレーム

ワーク」を通して説明してきました。しかし、まだ十分では

なかったのかもしれません。

　そこで一旦原点に立ち戻り、改めて東京大学の統合報告

書の対象・目的について議論しました。その時、初めて統合

報告書を公表した頃に、統合報告の草創期をリードされた

製造業の役員の方からいただいた言葉を思い出しました。

「統合報告書は、財務情報だけでは語れない未来への道筋

を示すもの。企業に投資をするならば、相互の信頼関係が

不可欠。その信頼の基盤となるのが情報開示だが、財務は

過去と現在を映すに過ぎない。そこに非財務情報を統合し、

価値創造のプロセスを何とか描こうとすることが、統合報

告書をつくる者の矜持だ」

　東京大学は国立大学法人です。公的資金と学生からの授

業料を基盤に、社会的共通基盤としての大学が運営される

よう設計されています。誰もが価値を享受できる存在として。

しかし、今やその価値を持続させ、さらに発展させ、享受い

ただくためには、経営体として、多様なステークホルダーの

みなさまとの信頼関係をもとに、支援（広義の投資）を得な

がら価値創造を進めることが不可欠になりました。

　であれば、やはり私たちは、東京大学に自発的に支援く

ださる方々、あるいは支援を検討くださる方々に対して、大

学がどのような状況にあり、長期的な営みの中でどのよう

な価値を生み出そうとしているのか、そのプロセスを説明

し、納得いただくことが第一義です。

　その共通認識のもと、構成を見直し、これまでの3部構成

を4部構成に組み替え、大学の進化をより明確に示しまし

た。未来社会創造戦略ページでは、東京大学が目指す「あ

るべき姿」と現状のギャップを明確にし、その差を埋めるた

めの施策を示しました。 一方で、東京大学は現時点でも国

の経営、施策と深く結びついています。そのため、大学なら

ではの経営実態が読み取れるよう、財務情報を戦略実現

のためのプラットフォームとして明確に位置づけ、丁寧な

説明を心掛けました。さらに、各情報間の結合性を重視し、

価値創造の全体像を理解いただけるよう工夫しています。

　これまでも職員研修で統合報告書を活用してきましたが、

先日は学内で実施されたFD（Faculty Development）
研修で初めて活用しました。当該専攻の約30名の若手教
員に対し、統合報告書を用いて大学の財務状況を説明し、
今後教員に期待される役割について意見交換を行いまし
た。さらに、学外の教育機関からも依頼を受け、中高生約
500名を対象に、未来社会創造モデル図を使い、自ら課題
を見つけ、新しい学びの場を生み出す学生たちの取組み
を紹介し、距離のある視点からの意見の価値を改めて実
感しました。
　今後も様々な立場の方々と対話を重ね、この統合報告
書を、みなさまとの信頼形成のためのツールとしてさらに
深化させていきたいと考えています。ぜひ、忌憚のないご意
見をお待ちしています。

2025年11月
統合報告書製作委員会一同

（UTokyo Compass推進会議マネジメント変革分科会　
アカウンタビリティタスクフォース）

［ 情報開示の体系  ］

「情報開示の体系」の各資料へのリンク集

※中央の線をまたいで掲載されているものは、財務・非財務情報の両方を伝えるものです。

Statement of Intent to Work Together Towards Comprehensive Corporate Reportingの邦訳を参考に作成

大学の活動による社会、経済、環境への重要なインパクトを反映した報告
開示目的 ： 大学への応援を通じて、環境や社会問題の課題解決を目指す層の拡大

統合報告書 IR Cubed

財務諸表等

大学の価値創造のために重要な事項の報告
開示目的 ： 経済的な意思決定の継続、改善

法定開示書類
開示目的 ： 資本提供者である
国の評価に資するため

［ 開示対象と開示目的のイメージ ］

開示対象：活動の結果生じた社会的・環境的な変化や効果を評価する広範なステークホルダー（サポーター）

開示対象：実利的な成長を意識する（広義の）投資家

開示対象：国

時
間
軸 短期 中長期 超長期

投資家IR資料 サステイナビリティ関連

研究情報

財務情報 非財務情報

● FSI債年次報告書（インパクトレポート）
● 東京大学基金活動報告書

● UTokyo WAY（英文ブローシャ）
● UTokyo Compassモニタリング指標IRデータ集
● 東京大学の概要（資料編）

● 国立大学法人ガバナンス・コードにかかる
 適合状況等に関する報告書

● 事業報告書
● 業務の実績に関する報告書

● UTokyo Climate Action

● 環境報告書
● UTokyo男女+協働改革

#WeChange年次報告書● 資金運用状況

● 財務諸表
● 決算報告書

● 知的財産報告書
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